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Ｃ．駆動部



部品表（駆動部）

部　品　名№ 数 量

93
92

97

91

94
95
96

98
99

引張バネ １

１ローター駆動軸

１駆動軸パッキン

ローラーアームアッシー １

ブッシュ（LFF-1615） １

ブッシュ（80F-1620） １

キー（4×4×25 片アール） ２

六角穴付き止めねじ M6×10 ５

駆動軸受け(70) １

ばね座金組込み十字穴付き六角ボルト　M8×20（SUS） ３

六角ナット　M8（SUS) １

ロータースプロ １

チェーン RS35,54リンク １

モータースプロ（歯数　14) １

チェーンカバー １

ばね座金組込み十字穴付き六角ボルト　M6×15（SUS） ２

ばね座金平座金組込み十字穴付き六角ボルト　M5×15 ４
モーターカバー

平座金 内径16.2（SUS) １

１

ばね座金組込み十字穴付き六角ボルト　M6×10（SUS） ２

１
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ブッシュ（LFB-1620） １















- 27 -

ハンドル高さの調整
・ハンドルの高さが低い場合に変更します。

（１）ハンドル下部のロックナットと六角ボルトM8×25を緩めます。

（２）六角ボルトM8×40とフランジナットを外します。

出荷時

高さ+50ｍｍ

ロックナット

六角ボルトM8×25

六角ボルトM8×40

フランジナット

（３）ハンドルを水平に持ち上げ、穴位置を合わせます。

ハンドル

（４）六角ボルトM8×40を取りつけて、ハンドルの位置を固定してください。

　　※ハンドルを水平に持ち上げないとうまく上げることが出来ません。

（５）六角ボルトM8×25を閉めてハンドルのガタ止めを行い、緩まないように

     ロックナットを閉めてください。

  出荷時：地上からのハンドル高さ　890ｍｍ
  変更後：地上からのハンドル高さ　940ｍｍ

補助輪の高さ調整

出荷時

２段上げ

１段上げ

・圃場の状況で補助輪の高さを調整します。

（１）六角ボルトM8×40フランジナットを外します。

  １段上げ：地上から48ｍｍ・・・出荷時の位置で走れない場所を走行する時に

  出荷時  ：地上から13ｍｍ・・・平地や凹凸の少ない場所で使用する。

  ２段上げ：地上から83ｍｍ・・・１段上げでも補助輪が引っ掛かる場合に使用する。

六角ボルト
M8×40

（３）六角ボルトを取りつけて固定します。
（２）作業する環境に合わせて補助輪の高さを変えます。

                              　車体が安定しやすい。

                                使用する。

　　※補助輪が最も浮くため、車体の安定性が悪く、注意して操作する必要がある。

※必要工具：スパナ12ｍｍ、スパナ13ｍｍ

※必要工具：スパナ12ｍｍ、スパナ13ｍｍ

フランジナット
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運搬台車への組み替え方

※荷台部のベニヤ板およびコンパネは、お客さまでご用意ください。

（１）車体部と散布部を繋いでいる六角ボルト（４か所）を外してください。

※台車へ荷物を載せる際は、重量バランスを考えながら載せてください。

（２）散布部を外してください。外す際は、２人で持ち上げてください。

（３）べニヤ板または、コンパネを車体部に載せて下さい。

　　　※下記の寸法を参考に加工して下さい。

（４）べニヤ板または、コンパネに開けた穴を使用して車体に六角ボルトで
      固定してください。

※必要工具：スパナ12ｍｍ、スパナ13ｍｍ
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（注） 本仕様は予告無く変更することが有ります。

仕様




